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　今シーズンから，インフルエンザワクチンに含まれる B 型ワクチン株が 1 株追加され，
3 価から 4 価へ変更となった．B 型インフルエンザウイルスは抗原性の異なる 2 つの系統
に分類されるが，昨シーズンまでのインフルエンザワクチンにはいずれか一方の系統しか
含まれていなかった．そのため，B 型系統のワクチン株と流行株のミスマッチが世界的に
問題となっており，WHO は B 型の 2 系統のワクチン株を含む 4 価ワクチンを推奨してい
る．米国ではすでに 4 価ワクチンが導入され，その有効性や医療経済効果が報告されてい
る．日本においても米国と同程度のミスマッチが確認されていることから，4 価ワクチン
導入による同様の効果が期待される．

はじめに

わが国におけるインフルエンザワク
チンは，国立感染症研究所（以下，感
染研）が WHO 推奨株を参考に，インフ
ルエンザウイルスの流行状況や国民の
抗体保有状況などからワクチン株を選
定し，ワクチンメーカーは厚生労働省
から通知された製造株をもとに製造す
る．昨シーズンまで国内で製造された
インフルエンザワクチンでは，A 型イ
ンフルエンザウイルス 2 種類（A/H1N1，
A/H3N2）および B 型インフルエンザウ
イルス 1 種類の計 3 種類の製造株が選
定されていた．B 型インフルエンザウ
イルスは，B/Victoria/2/1987 に代表
される Victoria 系統と B/Yamagata/ 

16/1988 に代表される Yamagata 系統
の抗原性の異なる 2 つの系統に分類さ
れるが，わが国では昨シーズンまでの
インフルエンザ HA ワクチンの製造
にはいずれか一方の系統しか選定され
ていなかった．B 型インフルエンザの
ワクチン株と流行株が一致しないこと
は世界的に問題となっており1），この
解決策として，WHO は 2012/2013 シー
ズンより，A 型インフルエンザウイ
ルス 2 種類と B 型インフルエンザウ
イルス 2 種類の計 4 種類のワクチン株
を推奨している2）．表 1 の通り国内で
は，2000/2001 シ ー ズ ン か ら 2010/ 
2011 シーズンまでの 11 年間，B 型イ
ンフルエンザのワクチン株と流行株の
不一致が 5 回確認され3），2011/2012
シーズンから 2014/2015 シーズンでは，

Victoria 系統と Yamagata 系統の混合
流行が確認された4）-7）．これまでの B
型インフルエンザの Victoria 系統と
Yamagata 系統の流行には規則性がな
い傾向にあり，どちらの系統が流行す
るのか事前に予測することは不可能で
ある1）．このような背景から，米国で
は 2013/2014 シーズンより，Victoria
系統と Yamagata 系統の 2 系統の B
型抗原が加えられた 4 価ワクチンが導
入された．日本においても 2015/2016
シーズンから 4 価ワクチンが導入され
ることとなり，B 型インフルエンザの
発症，重症化予防に寄与することが期
待される．
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